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新しい長期計画の策定について 

 

 現在、本県では「岩手県総合計画（H11～H22）」に沿った取組を推進しているとこ

ろですが、今般、新しい長期計画（次期総合計画）の策定に着手することとし、その

策定経費を 9 月補正予算案に計上しました。 

 今後、総合計画審議会に諮問し、県民の仕事や暮らしの現場の声を広く聴取しなが

ら、来年度中を目途に策定・公表する予定です。 

 

１ 経緯等 

  現在、「岩手県総合計画」（平成 11～22 年度）の基本構想、基本計画のもと、県民

所得の低下をはじめとした緊急的な課題に対応するため、その「後期実施計画」と

して、「いわて希望創造プラン」（平成 19～22 年度）を本年 1 月に策定し、これに基

づいた取組を推進しているところ。 

  一方、「基本構想」、「基本計画」の策定から約 9 年が経過し、地域経済や県民生活

を取り巻く環境も大きく変化していることなどを踏まえ、次期総合計画の策定に向

け、その計画期間や構成といった計画のあり方についての検討を進めていたもの。 

  こうした中、次期総合計画のあり方について、一定の方向性が定まったことから、

その策定作業に本格的に着手することとし、長期的な将来像やその実現に向けた取

組の方向性などを広く共有したうえで、県民の総力を結集した岩手づくりを進めて

いくこととしたもの。 

 

２ 策定の方向性 

 (1) 策定時期 

   平成 21 年度中を目途に策定 

 (2) 計画期間 

   概ね 10 年 

   なお、計画の構成は、概ね 10 年の「長期ビジョン」と、マニフェスト・サイク

ルと連動した「アクション・プラン」とするもの。 

 (3) 計画策定に当たっての基本的な考え方 

   長期的な岩手の将来を展望したうえで、この 10 年間の持つ意義・役割を明らか

にし、県民一人ひとりが、それぞれの希望を実現するための県民主体の計画とし

ていくもの。 

   したがって、策定に当たっては、仕事や暮らしの現場の声を広く受け止める機

会を最大限に確保するなどにより、県民運動としての展開を図っていくもの。 

 (4) 計画の呼称 

   県民主体の計画とするとともに、政策の「選択と集中」を徹底していく観点か

ら、当面は「新しい長期計画」と呼称していくもの。（※最終的には、県民がより

親しみやすい名称を付す予定。） 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 (1) 20 年 10 月  ～ 総合計画審議会への諮問 

 (2) 21 年 6 月頃  ～ 素案の公表 

 (3) 21 年 11 月頃 ～ 総合計画審議会からの答申 

 (4) 21 年 12 月頃 ～ 決定・公表 
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（新計画の推進） 

 

○長期ビジョンの検討の方向性を踏

まえながら、「いわて希望創造プラ

ン」の見直し（ｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾗﾝ案作成）

○県民意見の聴取 

○素案の作成 

○ﾊﾟﾌﾞｺﾒ(素案) 

○計画案作成 ○ﾊﾟﾌﾞｺﾒ(案) 

○最終案作成 

前 期 実 施 計 画 
（11～17 年度） 

「 

「 「基本構想」・「基本計画」 

いわて希望創造プラン（後期実施計画） 

岩手県総合計画（現計画） 

廃

止

○「基本構想」には、理念、基本目標、将来像、地域デザインなどが盛り込まれ

ているもの。 

○「基本計画」は、基本構想を実現するための取組を 5 社会、17 施策、78 分野

に体系化し、その基本的な方向性を定めているもの。 

○「いわて希望創造プラン」は、19～22 年度までの 4 年間の重点目標や重点的・

優先的に推進する 31 の政策項目の具体的な取組内容を示しているもの。 

アクション・プラン（４年間） アクション・プラン（４年間） ｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾗﾝ（2年間）

新しい長期計画（新計画）
策

定

 22 年度までのｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾗﾝは、「いわて

希望創造プラン」の見直しにより対応 

見

直

し
「 長 期 ビ ジ ョ ン （ 概 ね １ ０ 年 ） 」 

資 料  １ 

 岩手県総合計画審議会への諮問・答申について 

 岩手県総合計画審議会は、県政の総合的な計画の策定及び推進に関する重要事項を調査

審議するための知事の諮問機関として置かれているもの。 

 したがって、新しい長期計画における将来像やその実現に向けた取組の方向性といった

基本的な事項について、知事より諮問を受け、調査審議を行なったうえで、その結果を知

事に対して答申するもの。 



資料  ２  

 

９月補正予算について 
 

  補正予算計上額 ６，４９７千円 
 

  「新しい長期計画」の策定に要する経費として、総合計画審議会の運営経費

のほか、 

 ・ 専用ＨＰ（いわて希望ネット）の開設 

 ・ 県民からの「未来のいわて」に寄せるメッセージ（いわて希望メッセー 

ジ）の募集 

 ・ 「未来のいわて」作文・論文コンクール 

 ・ 地域や市町村との意見交換 

  など、計画策定に向けた県民運動を展開していくための経費を補正予算とし

て計上（増額を含む。）したところ。 

 

 

（参考）県民運動の展開について

 既存事業とも連動しながら、概ね次の方法により実施していくもの。 

対象・方法等 主な意見聴取等の方法 

 仕事や暮らしの 

 現場の方々 

・ いわて希望メッセージの募集【新規】 

・ 草の根地域懇談会 

・ 岩手フロンティア懇談会 

・ 岩手フロンティア産業人座談会 

・ 圏域別地域懇談会の開催や市町村との意見交換 

 未来を担う若い 

 世代の方々 

・ 首都圏在住県内出身大学生との懇談【新規】 

・ 「未来のいわて」作文・論文コンクール【新規】 

・ 希望王国いわてキャンパストーク、希望王国いわてスク 

ールセッション、岩手フロンティア・フレッシュトーク 

 岩手にゆかりが 

 ある県外在住者 

・ 岩手で勤務したことがある方へのインタビュー【新規】 

・ 希望王国いわて文化大使との懇談 

 広く県民を対象 

 とした情報提供 

・ 専用 HP(いわて希望ネット)開設・情報提供【新規】 

・ いわてグラフへの掲載 

 アンケートや 

 意識調査 

・ いわて希望ネットを活用したアンケート調査【新規】 

・ 県民意識調査 

・ 県政モニターアンケート調査 

 



参 考  

 
本県の総合計画の変遷（※1）  

 

№  計画の名称  
知事  

（在任期間）
策定時期  計画期間（※2）  

1 岩手県総合開発計画 昭和 39 年 3 月
昭和 38～45 年 

（8 ヵ年） 

2 岩手県県勢発展計画 昭和 44 年 7 月
昭和 43～50 年度 

（8 ヵ年） 

3 新岩手県県勢発展計画 昭和 48 年 9 月
昭和 48～52 年度 

（5 ヵ年） 

4 第三次岩手県県勢発展計画 

千田知事 

S38.4 
～ 

S54.4 

昭和 51 年 12 月
昭和 51～55 年度 

（5 ヵ年） 

5 岩手県総合発展計画 昭和 55 年 9 月
昭和 55～60 年度 

（6 ヵ年） 

6 新岩手県総合発展計画 

中村知事 

S54.4 
～ 

H3.4 昭和 59 年 9 月
昭和 59～65 年度 

（7 ヵ年） 

7 第三次岩手県総合発展計画 

工藤知事 

H3.4 
～ 

H7.4 

平成 3 年 11 月
平成 3～12 年度 

（10 ヵ年） 

8 岩手県総合計画 

増田知事 

H7.4 
～ 

H19.4 

平成 11 年 8 月
平成 11～22 年度 

（12 ヵ年） 

 

※１ 国の「全国総合開発計画」の決定（昭和 37 年）以降に策定された計画であり、これ以

前にも、「北上総合開発事業計画（昭和 28 年）」や「岩手県経済計画（昭和 37 年）」とい

った計画が策定されているところ。 

※２ 計画期間は、それぞれ策定当初のものであり、「6 新岩手県総合発展計画」以外は、全

て計画期間の満了前に、次の計画が前倒しで策定されていることから、前後の計画期間に

重複が生じているもの。  


